平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)３回 (かい)障 (しょう)がい当事者 (とうじしゃ)支援 (しえん)プロジェクト (ぷろじぇくと)　会議録 (かいぎろく)

日時 (にちじ)：平成 (へいせい)３０年 (ねん)７月 (がつ)１７日 (にち)（月 (げつ)）１３：３０～１５：３０
場所 (ばしょ)：三重県 (みえけん)身体 (しんたい)障害者 (しょうがいしゃ)総合 (そうごう)福祉 (ふくし)センター (せんたー)大研修室 (だいけんしゅうしつ)
参加者 (さんかしゃ)：プロジェクトメンバー (ぷろじぇくとめんばー)５名 (めい)、事務局 (じむきょく)２名 (めい)

１．会議 (かいぎ)の内容 (ないよう)
今年度 (こんねんど)のプロジェクト (ぷろじぇくと)の活動 (かつどう)について
　今後 (こんご)のプロジェクト (ぷろじぇくと)の活動 (かつどう)について、意見 (いけん)を出し合い (だ　　　あ)考え (かんが)ました。

	○出た意見

	・今年度 (こんねんど)の活動 (かつどう)計画 (けいかく)では相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)との交流会 (こうりゅうかい)の開催 (かいさい)を９月 (がつ)としていましたが、もう少 (すこ)し検討 (けんとう)に時間 (じかん)が必要 (ひつよう)と感 (かん)じます。交流会 (こうりゅうかい)の開催 (かいさい)は１０月 (がつ)にずらしてはどうでしょうか。
・８月 (がつ)のプロジェクト (ぷろじぇくと)で交 (こう)流会 (りゅうかい)の大枠 (おおわく)と参加 (さんか)メンバー (めんばー)を決定 (けってい)します。その後 (ご)は必要 (ひつよう)に応 (おう)じて参加 (さんか)メンバー (めんばー)で打 (う)ち合 (あ)わせを行 (おこな)うのはどうでしょうか。
・地域 (ちいき)開催 (かいさい)と報告会 (ほうこくかい)はメンバー (めんばー)をチーム (ちーむ)分 (わ)けし、同時 (どうじ)進行 (しんこう)で進 (すす)めていってはどうでしょうか。
・地域 (ちいき)開催 (かいさい)はまだ一度 (いちど)も開 (かい)催 (さい)していない南部 (なんぶ)（南勢 (なんせい)）および継続 (けいぞく)開催 (かいさい)で検討 (けんとう)してはどうでしょうか。
・交流会 (こうりゅうかい)の開催 (かいさい)場所 (ばしょ)はどこがいいでしょうか。
・津 (つ)の方 (ほう)が集 (あつ)まりやすいのではないでしょうか。
・相談 (そうだん)支援 (しえん)従事者 (じゅうじしゃ)研修 (けんしゅう)と混同 (こんどう)してしまわないでしょうか。
・案内 (あんない)をプロジェクト (ぷろじぇくと)として行 (おこな)うなどすれば混同 (こんどう)はしないのではないでしょうか。
・対象 (たいしょう)や規模 (きぼ)、目的 (もくてき)によると思 (おも)います。
・２０人 (にん)～３０人 (にん)程度 (ていど)が良 (い)いのではないでしょうか。
・圏域 (けんいき)の相談 (そうだん)部会 (ぶかい)と交流 (こうりゅう)するのはどうでしょうか。
・伊賀圏域 (いがけんいき)で交 (こう)流会 (りゅうかい)が出来 (でき)そうだといった話 (はなし)が以前 (いぜん)の会議 (かいぎ)に出 (で)ていました。確認 (かくにん)が必要 (ひつよう)ではないでしょうか。
・目的 (もくてき)としては、日頃 (ひごろ)、相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)が支援 (しえん)の中 (なか)で感 (かん)じていることを聞 (き)くことと、プロジェクトで話 (はな)し合 (あ)っていることをプロジェクト (ぷろじぇくと)の中 (なか)だけで終 (お)わらせないために、内容 (ないよう)等 (とう)を伝 (つた)えることではないでしょうか。
・プロジェクト (ぷろじぇくと)の内容 (ないよう)となると報告会 (ほうこくかい)と重 (かさ)なります。
・行政 (ぎょうせい)や支援者 (しえんしゃ)等 (とう)の参加者 (さんかしゃ)にとっても有益 (ゆうえき)なものでないと、なかなか参加 (さんか)はしてもらえないのではないでしょうか。
・相談 (そうだん)支援 (しえん)専門員 (せんもんいん)はサービス (さーびす)等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)方法 (ほうほう)について知 (し)りたいのではないでしょうか。
・書き方 (かきかた)や、作成 (さくせい)については別 (べつ)のところで行 (おこ)っている研修 (けんしゅう)があると思 (おも)いますし、「当事者 (とうじしゃ)プロジェクト (ぷろじぇくと)の活動 (かつどう)」としてそういったことを行 (おこな)う必要 (ひつよう)があるのでしょうか。
・サービス (さーびす)等 (とう)利用 (りよう)計画 (けいかく)の作成 (さくせい)ということでしたら、書き方 (かきかた)や作成 (さくせい)方法 (ほうほう)ではなく、当事者 (とうじしゃ)への聞き方 (ききかた)で悩 (なや)んでいる、遠慮 (えんりょ)している部分 (ぶぶん)について意見 (いけん)交換 (こうかん)をするような交流会 (こうりゅうかい)にしてはどうでしょうか。



３．これからの内容 (ないよう)について
（１）これからのプロジェクト (ぷろじぇくと)の予定 (よてい)
○平成 (へいせい)３０年度 (ねんど)第 (だい)４回 (かい)プロジェクト (ぷろじぇくと)
・次回 (じかい)（第 (だい)４回 (かい)）のプロジェクト (ぷろじぇくと)は、平成 (へいせい)３０年 (ねん)８月 (がつ)２２日 (にち)（水 (すい)）午後 (ごご)１時 (じ)３０分 (ふん)からです。
・１０月 (がつ)の交流会 (こうりゅうかい)に向 (む)けて、話し合い (はな　あい)ます。
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